確率と統計
・条件つき確率　
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P(A∩B)＝P(A)P(B) のときAとBは独立である。
・排反　
A、Bが同時に起こることがないとき。
・期待値　E(X)＝平均値m

X…確率変数

・分散　V(X)　…　確率変数　(X－m)2の期待値

　
V(X)＝E(X2)－{E(X)}2　
　つまり、(Xの分散)＝(X2の期待値)－(Xの期待値)2　
・標準偏差　σ(X)＝
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・独立と分散　


X, Y, Zが互いに独立であるとき




①E(XYZ)＝E(X)E(Y)E(Z)






②V(X＋Y＋Z)＝V(X)+V(Y)+V(Z)

・二項分布

n回の反復試行で事象Aが起こる確率をpとする。


このときの確率分布を二項分布とよび、「確率変数Xは二項分布B(n, p)に従う。」


E(X)＝np

V(X)＝nqp
ただしq＝1－p

σ(X)＝
[image: image4.wmf]npq


※二項分布のグラフはnが大きく(サイコロの場合、約50)なると、左右対称釣鐘状となる。

・確率密度関数　

　　[条件１]　常にf(x)≧0で、　P(a≦X≦b)＝
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　　[条件２]　xの値の範囲がα≦x≦βのとき、
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・正規分布(ガウス分布)
　　確率密度関数
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　では、「Xは正規分布N(m, σ2)に従う。」

　　逆に、正規分布N(m, σ2)に従う確率変数Xは期待値E(X)＝m、　標準偏差σ(X)＝σ
　　※グラフはX＝mで最大値。また、X=mを軸として線対称

　　※σが大きくなるほど、グラフの山が低く、裾野が広くなる。
　　※確率変数Xが正規分布N(m, σ2)に従うとき、確率変数aX＋bは正規分布

　　　N(am＋b, a2σ2)に従う
・標準正規分布
　　正規分布N(0, 1)のことを標準正規分布と呼ぶ。

　　Xが正規分布N(m, σ2)に従うとき、Z＝
[image: image8.wmf]s

m
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とおくと、Zは標準正規分布N(0, 1)に従う。
・二項分布の正規分布による近似
　　①二項分布B(n, p)に従う確率変数Xはnが充分大きいとき、

　　　近似的に正規分布N(np, npq)に従う。
　　②二項分布B(n, p)に従う確率変数Xに対し、Z＝
[image: image9.wmf]npq
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とおくと、

　　　nが充分大きいとき、Zは近似的に標準正規分布N(0, 1)に従う。

・標本平均の期待値と標準偏差
　　母平均m、母標準偏差σの母集団から大きさnの無作為標本を抽出するとき、
　　その標本平均
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の期待値
[image: image11.wmf])

(

X

E

と標準偏差σ(
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　　また、標本平均
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は近似的に正規分布
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・母比率と標本比率
　　母比率：母集団の中で、ある特性Aをもつものの割合
　　標本比率：抽出された標本の中で特性Aをもつものの割合
・大数の法則
　　標本平均の分布グラフはnが大きくなるにつれ、母平均mの近くに集中する。
　　n→∞とすると、標本平均がmに近い確率は1となる。
・母平均の推定1
　　母標準偏差σで、標本の大きさnが大きいとき、母平均mに対する信頼度95％の
　　信頼区間は　　　　　
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　　※nが大きいときは母標準偏差σの代わりに標本標準偏差sを代用できる。
・母平均の推定2
　　標本の大きさnが大きいとき、母比率p、標本比率Rとすると、
　　母比率pに対する信頼度95％の信頼区間は
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E：expectation


m：mean value平均値


V：variance　分散


σ：standard deviation


B：binary distribution


N：normal distribution





※X, Y, Zが独立でなくとも


E(X＋Y＋Z)＝E(X)＋E(Y)＋E(Z)





E(aX＋b)＝aE(X)＋b


V(aX＋b)＝a2V(X)
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